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研究題目 
日本語 国際大型大気レーダーネットワーク同時観測 A.信楽対流圏・成層圏 

B.信楽中間圏・電離圏 
C.赤道対流圏・成層圏 
D.赤道中間圏・電離圏 
E.その他 

新規 

継続

(2015年

度) 
英語 

Simultaneous observation campaign with 
worldwide MST/IS radar network  

1. 研究目的 (継続の場合は理由も記入のこと)     
南極大型大気レーダー（PANSY）のフルパワー観測開始によりこれまで大型レーダーの空白地帯であっ

た南極域における観測拠点の設置が完了し，全地球的な大型大気レーダーネットワークが構築された．

これにより，国際共同による対流圏・成層圏・中間圏の世界同時精密観測を実施し，また，全球高解像度

モデルによる実大気シミュレーションを行って，赤道と極，両半球間等のグローバルな大気結合過程に

関する研究を行う．南極昭和基地の PANSY レーダー，北極の MAARSY，北半球中緯度の MU レーダ

ー，赤道大気レーダーを中心とした MST・ST レーダーネットワークによる観測に加え，各国拠点にお

けるMFレーダー，流星レーダー，光学観測装置など相補観測も同時に行う．SCOSTEP研究計画VarSITI 
(Variability of the Sun and Its Terrestrial Impact)/ROSMIC (Role Of the Sun and the Middle 
atmosphere/thermosphere/ionosphere In Climate) のプロジェクト ICSOM (Interhemispheric 
coupling study by observations and models，PI:Kaoru Sato)の一環として始まり、継続されている． 

   

 

2. 研究計画 
ICSOM プロジェクトの一環として，北極成層圏突然昇温（SSW）についての全球結合に関する同時観

測研究を行う．観測高度領域は，対流圏・成層圏・中間圏，観測ウィンドウは，統計的に SSW 発生頻度

の最も高い 2020 年 1 月 15 日～2 月 15 日とする．SSW は約 5 日前には気候予測モデルによる予想が可

能とされている．この予測に基づいて観測ウィンドウのうち 10 日間程度の観測スパンを決定し，各研究

グループに通告する．各観測拠点からの各種観測データを研究代表者の下に収集し，全球高解像度モデ

ルを用いたシミューレションデータともに，協力して解析を行う．SSW は 3 年に 2 回の割合で生じる現

象であり，観測ウィンドウ内で SSW が起こらない可能性もあるが，対照的な極めて強い極渦の出現時の

場合でも他年度に発生した SSW と比較可能なデータを得る意義があるため，共同観測を実施する． 



3. ＭＵレーダー装置 
 観測モード： ■対流圏・成層圏標準 ■中間圏標準 □流星風 □流星風(外付干渉計) 

□電離圏標準 □電離圏Ｅ領域ＦＡＩ □電離圏Ｆ領域ＦＡＩ 
□RASS □干渉計 □その他 (概要を「8」に記入) 

 希望時期： １ 月頃,   標準観測以外の使用時間：  時間 (根拠を「8」に記入) 
赤道大気レーダー装置 

 
観測モード： ■対流圏・成層圏標準 □電離圏ＦＡＩ標準 □干渉計(FDI) 

□RASS  □その他 (概要を「8」に記入) 
 希望時期： １ 月頃,   標準観測以外の使用時間：  時間 (根拠を「8」に記入) 
4. ラジオゾンデ利用者持込個数： 0 個 
5. 他の利用設備 (下記以外の設備についても、希望があれば記入のこと) 
 □信楽アイオノゾンデ □地上気象観測器 □雨量計 □ネットワーク回線 

□流星レーダー □境界層レーダー その他(  ) 
6. 来所計画 (氏名、来所回数、日数など。旅費を希望する場合はその旨記入のこと) 未定． 

7. 現在までの成果と期待される成果 
近年北極 SSW に連動して重力波の伝播が変化し，それによる東西風・温度の大規模構造が変わり，北極

中間圏，北半球中緯度，赤道，南半球中緯度を経て，南極中間圏に影響がおよぶ，半球間結合の可能性が

示唆されている．これまで低解像度モデルによる研究や断片的な観測データ解析が行われてきたが，こ

の理論的予想を支持するものもそうでない結果も得られており，定性的な理解も進んでいない．本申請

の観測研究により、2016 年 1～2 月、2017 年 1～2 月、2018 年 1～2 月、2018 年 12 月～2019 年 1 月

の 4 回にわたり国際共同観測が実施された。このうち、第 1 回、第 2 回は比較的小規模な SSW が、第

3 回、第 4 回は大規模な SSW が発生した。特に第 4 回については、突然昇温の時期が比較的早かったこ

ともあり、MU レーダー、PANSY レーダー共に良好なデータが取得された。4 期間の解析を行ったとこ

ろ、重力波活動が SSW の影響を受けて全球で変動していると思われる場合とそうでない場合があり、そ

の挙動は理論予想のように単純ではなく事例蓄積の重要性が明確となった。本研究では各観測地点の代

表性を確認するための、全中層大気をカバーする大気大循環モデルを用いたデータ同化研究および（世

界初となる）重力波再現実験研究や、変調を確実に捉えるための重力波クライマトロジーの観測的研究

も進めている。このように、複数の SSW イベントの全球高解像観測とデータ同化を含む高解像度モデル

を連携させることで，SSW に関する全球応答に関する定性的，定量的理解が進むことが期待される．  
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8. 備考 (「3」に記入した事項の根拠等を記入のこと) 
 

9. 研究費 (本申請課題に関係する研究費(申請中を含む)の名称・課題名、P.I.等を記入のこと) 
観測については国立極地研究所内国内プロジェクト研究費, データ解析・モデル実験に関しては、

CREST「大型大気レーダー国際共同観測データと高解像大気大循環モデルの融合による大気階層構造の

解明」（PI：佐藤薫）など． 
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